地域移行への取り組みについて　“地域生活を支えるために”
社会福祉法人　正夢の会　

総合施設長　山本　あおひ

１、ライフステージに沿った地域資源作り
　　【別紙１】及び【別紙２】を参照

２、地域におけるネットワーク
　・稲城市における地域自立支援協議会の立ち上げ（平成19年8月）

　・稲城市障害者就労支援連絡会

　・稲城市社会福祉協議会による相談支援体制と正夢の会の連携（準備中）
　・稲城市福祉事業所連絡会
　・稲城市発達障害者（児）支援等連絡会　他
３、地域移行の実践

　パサージュいなぎ（施設入所支援・生活介護）は平成14年4月に開所した。開設時から地域支援を法人の理念として、施設支援と共に様々な居宅関係の事業を合わせて行なってきた。また、「パサージュいなぎ」の中でも自活訓練事業を開設当初から行ない、施設から地域の流れを作ってきた。
　入所施設の定員は50名で、うち稲城市民の利用は15名である。
地域移行された方は今年度の6月移行予定の利用者を含め12名である。
	移行年度
	人数
	　移行区市
	移行先

	平成16年度
平成17年度
平成18年度
平成19年度
平成20年度
	1名
5名
2名
2名
2名
	江東区1名
稲城市3名　世田谷区1名　足立区1
稲城市2名　
稲城市１名　杉並区1名
三鷹市1名　小金井市1名（6月予定）
	自宅

自宅・グループホーム
自宅・通勤寮
ケアホーム
ケアホーム


・平成17年、20年にはグループホームを開設し「パサージュいなぎ」からの移行と在宅者

　の地域での自立支援を行なっている。

・通勤寮移行者へは「パサージュいなぎ」での短期入所（家庭での虐待から自分で施設へ助けを求めて来たため当日保護）から入所につなぎ、就労支援を行ない一般就労し通勤寮へつないだ。現在も就労支援継続中。
・19年自宅への移行者は当年度に、法人内に通所施設ができたことで自宅に戻り、就労移行支援事業を利用。また法人の移動支援、短期入所を利用し外出支援・本人活動への参加の支援、及び「パサージュいなぎ」の短期入所を月1回利用し、家族関係のバランスをとっている。

・移行者のうち自活訓練事業を利用した者は9名である。
・ケアホーム・グループホームは稲城市内に設置した。稲城市と協議の上、他区市の利用者も利用できているが、福祉手当の在籍市負担、地域生活支援事業の利用等で今後新しく設置した場合、稲城市以外の「パサージュいなぎ」利用者が移行できるか課題である。
・自立支援法には自活訓練事業がないため入所から直接移行しなければならず、保護者本人の不安が大きい。

・障害程度区分が3以上の利用者の移行が進まない。保護者の入所施設への依存が強く、
　施設入所支援利用可能の区分が取れたため、地域移行への意思が無くなっている。












































































































資料５








